
OULS’SA（オルサ）掲示板
利用案内

OULS’SAとは？

• Osaka University Law School Support Assistantの
略で、「オルサ」と呼称します。

• 高等司法研究科が在学生・修了生向けに運営し
ている学習支援掲示板です。

• 法科大学院在学生、司法試験受験生が抱える
様々な疑問・質問にお応えするためのものです。

• 在学生・修了生からの投稿に対して、弁護士アド
バイザーから回答が寄せられます。

• 投稿・回答は、掲示板上でいつでも確認するこ
とができます。

システム仕様

投稿が承認された後、最
速で1日後に弁護士アド

バイザーからコメントが投
稿されます。

コメント投稿投稿承認

どうやって使うの①

• まずは、「読む専門」から初めてみるのはいかがでしょ
うか？数は少ないながらも、すでにOULS’SAには、有
用な情報が掲載されています。朝の歯磨きタイムやお
風呂上がりのミルクタイムなど一日に一度、 OULS’SA
にログインしてみてください。

• 次に、少し勇気を出して、「簡単な質問」をしてみましょ
う。質問は、なにも難しいものである必要はありません。
「簡単な質問」でも、あなたが疑問に思ったことは、他
の人も疑問であるはずです。そして、そういう簡単な質
問こそ、掲示板形式でみんなで共有する意味がありま
す。
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簡単な実例

就活中のAさん

就職活動について何か一言アドバイス
をください！
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どうやって使うの？②

• ほかにも、授業中に聞きたかったけれども聞
きそびれてしまった質問や直接には聞きにく
い一般的な質問もあるでしょう。
たとえば、 OULS’SAで質問されてもよいはず

なのに、まだ誰も質問していないものもたくさ
んあります。

6

誰も質問していないものの例

• 判例の読み方:この判例の「規範」ってどこ？

• 憲法（刑法でも民法でも）の勉強の仕方ってど
うするの？

• 条文素読ってどうやるの？
• 予備校の答練って必要？

• 勉強のモチベーションが下がったときにはどう
したらいい？

在学生のBさん
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どうやって使うの？③

• また、自主ゼミなどを組んでいる人たちは、勉
強会の中でよくわからなかったポイントを聞く
のもよいでしょう。

• このほか特定の論点の考え方など、なんでも
結構です。とにかく質問と回答の数が充実し
ていることが、阪大高等司法研究科とその在
学生・卒業生であるみなさんの財産になりま
す。
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投稿方法
①https://oulssa.lawschool.osaka‐u.ac.jp/にアクセス
②OULS’SAユーザー名とパスワードでログイン

※ユーザー名とパスワードは2023
年度は4月下旬頃から教務係で配
付します。

※パスワードを忘れた場合は高等
司法研究科教務係へ連絡してくだ
さい。

（ログイン後のトップ画面）

＋新規→投稿 をクリック

（投稿画面）

【質問】○○について

質問本文を入力

カテゴリー「質問」にチェック→

↑質問のタイトルを入力

（投稿サンプル）
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質問を書き終わったら

をクリックしてください。

（投稿完了）

• ステータス：レビュー待ちになります。

• 記事を書いただけでは公開されません。学習サポート
教員が承認を行うことで、初めて公開（ステータス：公
開状態）されます。

• 公開された記事に対して、弁護士アドバイザーからコ
メントが投稿されるまでお待ちください。

ご安心ください。

• ハンドルネームでの投稿が可能です。
• 変更方法は
https://oulssa.lawschool.osaka‐u.ac.jp/archives/909
をご参照ください。
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実名で投稿するのはちょっと・・・

実名に抵抗があるCさん

• 在学生や修了生が弁護士アドバイザーや教員
に質問する手段としては、直接聞く、メールで質
問する、手紙を書くといった方法があります。
– でも教員が忙しい場合回答が遅れる場合が…

• これらの方法に対して、OULS’SAは、掲示板方式
を採用していることから、質問や回答を多くの人
たちで共有できるという長所があります。

• 自分で聞く勇気が湧かない質問に対する回答を
知ることができたり、複数の弁護士アドバイザー
から回答が寄せられたりするのは、OULS’SAの
強みです。

• OULS’SAの良さを知るためにも、ぜひ一度
OULS’SAを覗いてみて、これまでどのような質問
にどのような回答が寄せられたかを見てみてくだ
さい。
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